
令和８年度 牧之原市立相良小学校 学校評価 

校長名 櫻井 真弓 

１ 昨年度の成果と課題 

〇自分のめざす姿に向かって取り組む姿が増えた。      ●相手の立場や気持ちを考え「温かなかかわり」に課題が見られる。 

○「聴く」を意識し、友達と学び合う授業での姿が見られた。 ●他者との対話を通して学びを深める授業づくりの研修を深めたい。 

〇新たな活動に仲間と協力して取り組んでいる。       ●自分を律し、正しい判断ができない場面が見られる。 

２ 本年度の基本方針（経営の重点） 

１「個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実を図る」授業づくりをめざす。 

２ 自分も他者も大切にした仲間づくりをめざす。 

３ キャリア教育を軸とした小中一貫教育を見据えた教育活動を推進する。 

４ 地域・保護者との連携により、信頼される学校をめざす。 

３ 具体的な取組 

目標 具体的な取組 成果目標 評価 成果と課題 

○単元構想（学習プロセス）

を工夫し、個別最適な学び

と協働的な学びの充実を図

る授業づくりをめざす 

・個の考えを起点とし、学びを深め

る対話の場を設定する。 

・考えを再構築する場を設ける。 

・「話し方・聴き方」スキル表を活用

する。 

・対話による学びの場、考えを再構築する場を

設定した授業 80%以上（教師） 

・学びの手引きを使った授業 各 S１回以上 

・ステージごと話し方・聴き方を振返る（キャ

リアパスポート） 

 

 

○自分も他者も大切にした

仲間づくりをめざす 

・各学級で SELを実施する。 

・かがやきみつけで価値づけをす

る。 

・SELを活用各 S１回以上 

・「学校は楽しい」90%（以下児童） 

・「自分にはよいところがある」90% 

・「相手のことを考えた言動ができる」75% 

 

 

○キャリア教育を軸とした

小中一貫教育を見据えた教

育活動を推進する 

・個人・学級のめあてをもち、実践

する。 

・小中、小小の交流授業実施。 

・「自分や学級の目標に向けて行動する」70%

以上（児童） 

・交流授業を年２回以上 

 

 

○地域・保護者との連携に

より、信頼される学校をめ

ざす 

・学校運営協議会との連携を深め

る。 

・学校の活動を広く広報する。 

・協議会委員と教職員との懇談（熟議）実施 

・HP毎週更新 

・スマイルカフェ年２回実施 

 

 

 


